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障害者週間 特集

　

市
で
は
、日
常
会
話
に
必
要
な

手
話
を
習
得
し
て
も
ら
う
た
め
手

話
奉
仕
員
養
成
研
修
を
実
施
す
る

な
ど
、聴
覚
障
が
い
等
で
意
思
疎

通
が
困
難
な
方
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 

思
い
を
形
に
す
る
た
め
に

　
「
ろ
う
者
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
。
と
に
か
く
ろ
う
者
の
こ
と

を
伝
え
た
い
。
」
自
身
も
ろ
う
者

で
あ
る
今
福
久
子
さ
ん
は
手
話
講

習
会
の
講
師
を
始
め
た
き
っ
か
け

を
そ
う
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
本
市
で
講
師
を
10
年
以
上
務
め

て
い
る
今
福
さ
ん
は
「
最
近
の
受

講
生
は
質
問
も
増
え
て
積
極
的
に

な
っ
た
気
が
す
る
。
若
い
人
が
増

え
て
き
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
が

雰
囲
気
が
と
て
も
い
い
。
初
級

コ
ー
ス
修
了
後
、
次
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
が
あ
れ
ば
手
話
通
訳
を

目
指
す
人
も
増
え
る
の
で
は
な
い

　平成30年４月から、毎週
木曜日、聴覚障がいのある方
が各種手続・相談ができるよ
う、福祉課に手話通訳士を設
置しています。　障がいのあ
る方が地域で安心して暮らせ
るようにサポートしますの
で、お気軽にご相談ください。
■設置日時
　毎週木曜日　９時～16時 か

。
」
と
思
い
を
形
に
す
る
た
め

手
話
を
広
め
て
い
ま
す
。

 

き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ
ま

　
参
加
者
の
若
尾
美
智
子
さ
ん
は

「
結
婚
式
の
お
手
伝
い
で
担
当
に

な
っ
た
夫
婦
が
ろ
う
者
だ
っ
た
。

独
学
で
学
び
、
式
の
当
日
手
話
で

自
己
紹
介
し
、
お
め
で
と
う
と
伝

え
た
と
こ
ろ
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
る
顔

を
見
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
く
て
手

話
を
学
ぼ
う
と
思
っ
た
。
」
と
言

い
ま
す
。
ま
た
、
横
森
美
和
さ
ん

は
「
ク
ラ
ス
に
聴
覚
障
が
い
の
子

が
い
た
。
会
話
は
で
き
た
が
手
話

で
も
話
が
で
き
た
ら
と
思
い
、

ず
っ
と
や
り
た
か
っ
た
。
」
と
、

皆
さ
ん
、
身
近
な
経
験
が
受
講
の

き
っ
か
け
の
よ
う
で
す
。

　
お
二
人
は
続
け
て「
言
葉
以
上

に
表
現
は
難
し
い
が
、み
ん
な
に

知
っ
て
欲
し
い
。や
っ
て
み
て
欲

し
い
。」と
声
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

手話通訳の
　　ご活用を

　毎年12月３日～９日は「障害者週間」です。障害者週間は、平成16年６月の障害者基本法の改正によ
り、国民の間に広く障がい者の福祉についての関心と理解を深めるとともに、障がい者が社会、経済、文化
その他あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的に定められたものです。
　障がいの有無にかかわらず地域に住むすべての人がお互いに支え合いながら、いきいきと生活できる共生
社会の実現のために私たちができることについて、この機会に皆さんで考えてみませんか？

特集

― 私たちにできること ―

12月3日～9日は「障 害 者 週 間 」

伝
え
る   

ー
手
話
で
支
え
合
う
ー

ともに支え合うともに支え合う
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　市内の６つの就労支援事業所は、峡北地域障がい者自立支援協議
会でも活動しています。この協議会は、韮崎市、北杜市在住の障が
いのある方の地域生活での困りごとなどについて、家族、事業所、
学校、行政などの関係者が集まり、情報共有を行い、解決方法を
探ったり、仕組みづくりを協議して、障がいのある方が安心して暮
らしやすい地域を目指すための会です。
　協議会は課題別に部会が設置されており、福祉就労の課題に取り
組むため、市では通所（就労）グループを作っています。取り組みの1つとして、昨年度から障がいを理解
してもらい共生社会を目指すため、韮崎市商工会の会員交流会に参加させていただいています。地域の企業
と顔の見える関係づくりを構築し、企業と繋がることで仕事の受注関係が図れるよう頑張っています。

　市内には６つの就労支援事業所があり、それ
ぞれ特色を持って仕事に取り組んでいます。
　　・社会福祉法人　信和会　わ～く穴山の里
　・NPO法人　わたげの会　リーフ韮崎
　・NPO法人　韮和会　ドリーム
　・社会福祉法人　友和会　フレンズ
　・社会福祉法人　韮南福祉会　こぶし授産園
　・社会福祉法人　山梨県障害者援護協会　山梨県立あさひワークホーム
　それぞれの事業所では、日々、いろいろな作業が行われています。私たち
の身近にあるものがいくつか作られていました。私たちの暮らしを支えてい
る製品は、こうした皆さんの作業の賜物かもしれません。

障害者週間特集

韮崎市社会福祉協議会
水上　翔 さん

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
障
が
い

の
あ
る
方
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
よ
う
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。

　
例
え
ば
、毎
年
秋
に
行
っ
て
い
る

『
障
が
い
者
交
流
運
動
会
』で
は
、

市
内
の
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
楽
し
く
交
流
し

て
い
ま
す
。こ
の
事
業
は
障
が
い
者

の
皆
さ
ん
の「
体
を
動
か
す
イ
ベ
ン

ト
が
し
た
い
。」と
の
要
望
に
応
え

て
、も
と
も
と
市
が
実
施
し
て
い

た
障
が
い
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施

し
て
い
た
障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
交

流
会
と
を
組
み
合
わ
せ
て
、平
成

24
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

韮
崎
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
や

韮
崎
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
皆

さ
ん
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

今
年
で
８
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

市
内
に
お
住
ま
い
の
障
が
い
の
あ

る
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
に
対
し
て
ど

う
し
て
も
偏
見
が
あ
る
方
が
多
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私

の
場
合
は
、
学
生
時
代
に
特
別
支

援
教
室
に
通
う
同
級
生
が
い
て
、

一
緒
に
活
動
も
し
て
い
た
の
で
、

偏
見
は
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
確
か
に
、
接
す
る
難
し
さ
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
勇
気
を

も
っ
て
声
か
け
し
て
み
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
決
め
つ
け
て
し
ま
う
の

で
は
な
く
、
自
ら
動
く
こ
と
で
相

手
を
知
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
自
身
の
体
験
を
大

切
に
し
て
分
け
隔
て
な
く
接
す
る

こ
と
が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
障
が
い
者
と

健
常
者
が
一
緒
に
活
動
で
き
る
機

会
を
つ
く
り
、
偏
見
の
な
い
社
会

を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

▲第８回韮崎市障がい者交流運動会の様子

「
偏
見
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て
」

■問い合わせ　福祉課 障がい福祉担当（内線182～185）

働 く   －就労を通じて支え合うー
就労支援事業所がサポートしています！

障がいのある方が地域で働いていることを知ってもらおう！
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税の申告

年
末
調
整
の
手
続
き
を

　
　
　
　
　
お
忘
れ
な
く

　
会
社
員
な
ど
の
給
与
所
得
者
に

か
か
る
年
間
の
所
得
税
額
は
、
毎

月
源
泉
徴
収
さ
れ
た
一
年
間
分
の

所
得
税
額
と
は
必
ず
し
も
一
致
し

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
年
間
の
給

与
総
額
が
確
定
す
る
年
末
に
、
勤

務
先
へ
「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控

除
等
申
告
書
」
等
を
提
出
す
る
こ

と
で
、
そ
の
年
の
税
額
の
過
不
足

が
調
整
さ
れ
ま
す
。
こ
の
年
末
調

整
を
す
る
こ
と
で
、
給
与
所
得
者

は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
年
末

調
整
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は

令
和
２
年
１
月
末
日
ま
で
に

　
給
与
の
支
払
者
は
、
支
払
い
を

受
け
る
人
（
給
与
所
得
者
）
の
居

住
す
る
市
区
町
村
に
、
一
年
間
に

支
払
っ
た
給
与
等
の
明
細
【
給
与

支
払
報
告
書
】
を
提
出
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
給
与
支
払
報
告
書
は
、
住

民
税
の
課
税
や
諸
証
明
発
行
の
資

料
と
な
り
ま
す
の
で
、
全
て
の
受

給
者
（
専
従
者
・
退
職
者
・
ア
ル

バ
イ
ト
等
の
少
額
受
給
者
も
含

む
）
に
つ
い
て
作
成
し
、
必
ず
期

限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
給
与
支
払
報
告
書
の
用
紙
は
税

務
収
納
課
で
も
配
布
し
て
い
ま

す
。

■
提
出
期
限

　
令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）

■
提
出
先

　
給
与
所
得
者
が
令
和
２
年
１
月

１
日
現
在
に
居
住
す
る
市
区
町
村

山
梨
県
全
域
で
特
別
徴
収
を

厳
格
化
し
て
い
ま
す
！

「
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
」
と

は
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
が
国
税
の

所
得
税
と
同
様
に
特
別
徴
収
義
務

者
と
し
て
、
個
人
住
民
税
を
従
業

員
に
支
払
う
給
与
か
ら
毎
月
徴
収

し
、
そ
の
従
業
員
に
代
わ
っ
て
従

業
員
の
住
所
地
の
市
区
町
村
に
納

入
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

※
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
令
和
２
年
度
（
令
和
元
年
分
）

の
給
与
支
払
報
告
書
の
適
要
欄
に

次
の
普
Ａ
～
普
Ｆ
の
理
由
が
記
載

さ
れ
て
い
な
い
従
業
員
に
つ
い
て

は
、
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

普
Ａ　
総
受
給
者
が
２
名
以
下

普
Ｂ　
乙
欄
該
当
者

普
Ｃ　
給
与
支
払
金
額
が
少
額

普
Ｄ　
給
与
の
支
払
が
不
定
期

普
Ｅ　
事
業
専
従
者

普
Ｆ　
退
職
者
・
退
職
予
定
者

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
収
納
課
市
民
税
担
当

（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

ま
も
な
く
税
の
申
告
時
期
で
す

　

土
地
・
建
物
な
ど
の
資
産
を

売
っ
て
得
た
所
得
は
「
譲
渡
所

得
」
と
し
て
、
確
定
申
告
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
（
金
銭
の
や
り
取

り
が
な
く
、
交
換
し
た
場
合
に
つ

い
て
も
、
同
様
に
申
告
を
し
な
け

れ
ば
、
税
法
上
の
特
例
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
）

　
譲
渡
所
得
に
は
多
く
の
特
別
措

置
が
あ
る
た
め
、
市
で
は
、
土

地
・
建
物
な
ど
を
譲
渡
ま
た
は
交

換
し
た
方
を
対
象
に
、
あ
ら
か
じ

め
確
定
申
告
の
前
に
、
そ
の
準
備

と
し
て
「
譲
渡
所
得
の
内
訳
書
」

の
作
成
等
に
関
す
る
相
談
会
を
行

い
ま
す
。 土

地
・
建
物
を
譲
渡
し
た
方
へ

税
の
申
告
準
備
は
お
早
め
に

　
確
定
申
告
の
期
間
中
は
申
告
会

場
が
大
変
混
雑
す
る
た
め
、
こ
の

「
譲
渡
の
お
尋
ね
」
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、
２
月
か
ら
行
わ
れ
る

市
の
「
確
定
申
告
会
場
」
で
受
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
税
務
署
に
直
接
申
告
さ

れ
る
方
や
税
理
士
な
ど
に
依
頼
さ

れ
る
方
の
お
越
し
は
不
要
で
す
。

※
内
容
に
よ
り
税
務
署
に
ご
案
内

　
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
12
月
12
日
（
木
）
、
13
日
（
金
）

　
午
前
の
部　
９
時
～
12
時

　
午
後
の
部　
13
時
～
16
時

■
場
所

　
市
役
所
１
階
防
災
会
議
室

■
対
象
者

　
土
地
・
建
物
な
ど
を
譲
渡
、
あ

る
い
は
交
換
さ
れ
た
方
で
市
に
住

民
登
録
の
あ
る
方
。

※
市
か
ら
「
譲
渡
に
関
す
る
確
定

　
申
告
予
定
者
」
向
け
に
通
知
を

　
し
ま
す
が
、
そ
の
通
知
の
有
無

　
に
関
わ
ら
ず
、
土
地
・
建
物
な

　
ど
の
譲
渡
が
あ
っ
た
方
は
お
越

　
し
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

　
売
買
契
約
書
・
取
得
費
や
売
買

に
要
し
た
費
用
の
領
収
書
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
収
納
課 

市
民
税
担
当

　
（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

　
正
し
い
申
告
・
納
税
を
！

確
定
申
告
の
前
に

　

 

「
譲
渡
の
お
尋
ね
」
を
！

「
譲
渡
の
お
尋
ね
」
を
受
け
て
い

な
い
方
は
、
市
の
確
定
申
告
会
場

で
申
告
受
付
で
き
ま
せ
ん

事
業
主（

給
与
支
払
者
）
の
方
へ
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■
償
却
資
産
と
は

　
償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人

で
事
業
を
し
て
い
る
方
が
、
事
業

の
た
め
に
用
い
る
機
械
・
器
具
・

備
品
等
の
有
形
資
産
の
こ
と
を
い

い
、
土
地
や
家
屋
と
同
じ
よ
う
に

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
資
産
の
増
減
に
か
か
わ
ら
ず
、

　
必
ず
申
告
が
必
要
で
す
。

※
令
和
元
年
中
に
事
業
の
廃
止
ま

　
た
は
解
散
を
さ
れ
た
方
は
、
そ

　
の
旨
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
資
産

　
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
に
所

有
し
て
い
る
償
却
資
産

◇
構
築
物（
広
告
塔・舗
装
路
面・

水
槽
・
煙
突
な
ど
）

◇
機
械
お
よ
び
装
置
（
製
造
設

備
・
太
陽
光
発
電
設
備
等
）

◇
車
両
お
よ
び
運
搬
具
（
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
な
ど
）

※
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
課

税
対
象
は
除
く

◇
工
具
・
器
具
・
備
品
（
事
務
機

器
・
各
種
工
具
な
ど
）

■
太
陽
光
発
電
設
備
も
償
却
資
産

　
の
対
象
で
す

　
会
社
や
個
人
事
業
主
の
方
が
事

業
の
た
め
に
設
置
し
た
場
合
は
、

発
電
容
量
や
全
量
売
電
・
余
剰
売

電
に
か
か
わ
ら
ず
、
償
却
資
産
の

申
告
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
個
人
の
方
で
も
、
10
キ

ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
全
量
売
電
の
も

の
は
、
事
業
用
の
資
産
と
な
り
、

償
却
資
産
の
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
申
告
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
太
陽
光
発

電
や
余
剰
売
電
の
も
の
は
償
却
資

産
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
告
書
類

　
12
月
中
旬
に
昨
年
申
告
の
あ
っ

た
方
に
は
申
告
書
類
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。

　
自
宅
の
屋
根
な
ど
に
太
陽
光
発

電
設
備
を
設
置
し
、
発
電
し
た
電

力
を
売
っ
た
場
合
、
そ
の
収
入
は

所
得
税
の
確
定
申
告
ま
た
は
住
民

税
の
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
平
成
31
年
１
月
～
令
和
元
年
12

月
の
売
電
収
入
の
合
計
か
ら
必
要

経
費
を
引
い
て
20
万
円
を
超
え
た

場
合
は
所
得
税
の
確
定
申
告
、

20
万
円
以
下
の
場
合
は
住
民
税
の

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
の
際
に
は
、
太
陽
光
発
電

設
備
を
設
置
し
た
と
き
の
費
用
、

毎
月
の
売
電
収
入
の
明
細
、
年
間

総
発
電
量
、
年
間
総
売
電
量
等
の

数
値
が
必
要
で
す
。
申
告
に
備
え

て
整
理
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
収
納
課
市
民
税
担
当

（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

　
自
動
車
税
や
軽
自
動
車
税
は
、

毎
年
４
月
１
日
に
自
動
車
等
を
所

有
す
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
次

の
項
目
に
該
当
す
る
場
合
に
は
早

め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た

・
氏
名
や
住
所
が
変
わ
っ
た

・
自
動
車
を
廃
車
し
た

・
売
買
等
で
所
有
者
が
変
わ
っ
た

・
改
造
し
て
排
気
量
が
変
わ
っ
た

　

こ
れ
ら
の
手
続
き
が
遅
れ
る

と
、
車
両
を
所
有
し
て
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
税
金
が
か
か
り
、

登
録
所
有
者
へ
通
知
さ
れ
ま
す
。

　

手
続
き
が
済
ま
さ
れ
て
い
る

か
、
再
度
登
録
状
況
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
バ
イ
ク

等
を
知
人
に
貸
し
た
後
、
所
在
不

明
に
な
る
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
標
識
（
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
）
を
譲
渡
し
た
り
貸
し

車両 手続き先 電話番号
普通自動車

関東運輸局
（山梨運輸支局） 050-5540-2039小型二輪（250cc超）

軽二輪（125cc超～250cc以下）

軽自動車 軽自動車
検査協会 050-3816-3121

原動機付自転車（125cc以下） 韮崎市役所
（税務収納課）

22-1111
（内線153～155）小型特殊自動車

（トラクター等）

付
け
た
り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
安
易
に
貸
し
た
り
せ

ず
、
必
ず
廃
車
・
譲
渡
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

●
普
通
自
動
車

　
総
合
県
税
事
務
所

　
☎
０
５
５‐２
６
２‐４
６
６
２

●
軽
自
動
車
・
原
付
・
農
耕
車

　
税
務
収
納
課
市
民
税
担
当

（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

【登録・変更・廃車の手続きに関する問い合わせ先一覧】

自
動
車・バ
イ
ク・農
耕
車
を
お
持
ち
の
方

償
却
資
産
の
申
告
が
必
要
で
す

　台風19号により家屋等が被害損
害に遭われた方に「り災証明書」
を発行しています。
■り災証明書とは
　災害に遭われた方が、保険金の
請求等で提出を求められることが
ある書類です。申請書の提出を受
けて、市職員等による現況確認と
被害判定を行ったのち証明書を発
行します。
■申請書類　り災証明書（申請書）、
　被害状況のわかる写真、印鑑
　※申請書は税務収納課、または
　　市HPでダウンロード可。
■申請期限　令和2年1月14日（火）
■提出・問い合わせ
　税務収納課 資産税担当
　（内線156～158）

※
新
た
に
申
告
す
る
方
や
申
告
書

　
類
が
届
か
な
い
方
は
、
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限

　
令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）

※
申
告
書
に
よ
る
申
告
の
ほ
か
、

　
電
子
申
告
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

　
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

■
申
告
先
・
問
い
合
わ
せ

　
税
務
収
納
課
資
産
税
担
当

（
内
線
１
５
６
～
１
５
８
）

登
録
・
廃
車
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

太
陽
光
発
電
の
売
電
収
入
は

申
告
が
必
要
で
す
！

り災証明書の発行について

税の申告・り災証明書
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除雪作業にご協力を・プレミアム付商品券
　
今
年
も
降
雪
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
雪
が
降
っ
た
場
合
に
は
、
市
や
県
か
ら
委
託
さ
れ
た
業
者
が
除
雪
作

業
を
行
い
ま
す
。
降
雪
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

ス
ム
ー
ズ
に
作
業
を
行
う
た
め
、

　

  

路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ

に
な
り
、
作
業
が
後
回
し
に
な
っ

た
り
、
作
業
が
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
交
通
渋
滞
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。
な
お
、
除

雪
作
業
車
の
無
理
な
追
い
越
し
は

大
変
危
険
で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
除
雪
作
業
中
は
大
変

危
険
で
す
の
で
お
子
さ
ん
を
近
づ

け
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

 

雪
の
処
分
は
所
有
敷
地
内
で

　
　
　
　
　
　
行
っ
て
く
だ
さ
い

　
車
道
や
歩
道
に
捨
て
ら
れ
た
雪

は
、
交
通
事
故
や
渋
滞
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
水
路
に
捨

て
ら
れ
た
雪
は
水
が
あ
ふ
れ
る
原

因
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
戸
の
雪

の
処
分
は
所
有
す
る
敷
地
内
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 
自
宅
前
の
道
路
は

　
　
　
各
自
で
除
雪
し
ま
し
ょ
う

　
除
雪
作
業
車
は
、
短
時
間
で
効

率
的
に
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
各
戸
の
出
入
り
口
や
希
望

す
る
時
間
に
除
雪
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
除
雪
作
業
車
通
過

後
の
出
入
口
は
、
各
自
で
除
雪
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

歩
道
や
私
道
、私
有
地
な
ど
の　

　
　
　
　
　
除
雪
は
で
き
ま
せ
ん

　
市
内
全
域
の
除
雪
は
不
可
能
で

す
。
歩
道
は
除
雪
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
除
雪

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
市
が

設
定
し
た
主
要
道
路
の
除
雪
は
行

い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
道
路
や
私

道
、
私
有
地
は
除
雪
で
き
ま
せ
ん

の
で
各
自
で
協
力
し
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

 

私
有
地
の
樹
木
な
ど
の

　
　
　
手
入
れ
を
お
願
い
し
ま
す

　
私
有
地
の
樹
木
が
雪
の
重
み
で

倒
れ
、
車
両
事
故
や
道
路
構
造
物

の
破
損
が
起
き
た
場
合
は
、
所
有

者
の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
庭
木
や
樹
木
、
特
に
竹

林
の
手
入
れ
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
電
線
に
近
い
場
所
で
の
伐

採
は
、
東
京
電
力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
事

前
に
相
談
し
て
か
ら
行
う
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

 

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
を

　
　
　
　
　

  

携
帯
し
ま
し
ょ
う

　
冬
期
の
道
路
は
凍
結
し
、
ス
リ

ッ
プ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
路
面

の
凍
結
時
に
も
安
全
に
走
行
で
き

る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
冬
用
タ
イ

ヤ
の
装
着
や
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン

を
携
帯
す
る
な
ど
万
全
な
装
備
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
の
市
道
除
雪
路
線
を
12

月
初
旬
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

☆
市
道
関
係

　
建
設
課
建
設
土
木
担
当

　
　
（
内
線
２
４
８
・
２
４
９
）

☆
県
道
関
係

　
県
中
北
建
設
事
務
所
峡
北
支
所

　
道
路
課
道
路
維
持
担
当

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
３
０
６
５

■
対
象
者
（
購
入
で
き
る
方
）

①
住
民
税
非
課
税
の
方

　
平
成
31
年
１
月
１
日
に
本
市
に

住
民
登
録
し
て
い
て
、
令
和
元
年

度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
方

（
住
民
税
課
税
者
の
生
計
を
一
に

す
る
配
偶
者
・
扶
養
親
族
等
、
生

活
保
護
受
給
者
等
は
除
く
）

※
購
入
引
換
券
交
付
申
請
が
必
要

　
で
す
。
申
請
書
は
８
月
上
旬
に

　
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
再
送
付

　
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
請
期
限
は
、
令
和
２
年
１
月

　
31
日
ま
で
で
す
。
購
入
を
希
望

　
さ
れ
る
方
は
、
申
請
期
限
に
ご

　
注
意
く
だ
さ
い
。

②
子
育
て
世
帯

　
平
成
28
年
４
月
２
日
か
ら
令
和

元
年
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯

※
購
入
引
換
券
交
付
申
請
は
不
要

　
で
す
。
対
象
者
に
は
、
購
入
引

　
換
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
購

　
入
引
換
券
の
再
発
行
は
で
き
ま

　
せ
ん
。

■
購
入
方
法

　

販
売
場
所
に
現
金

と
購
入
引
換
券
・
本

人
確
認
書
類
を
示
し
商
品
券
を
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
購
入
引
換
券
お
よ
び
商
品
券
の

　
譲
渡
・
転
売
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
本
人
以
外
（
同
一
世
帯
の
家
族

　
は
除
く
）
の
購
入
引
換
券
で
商

　
品
券
を
購
入
す
る
場
合
、
委
任

　
状
が
必
要
で
す
。

■
商
品
券
使
用
期
限

　
令
和
２
年
２
月
29
日
（
土
）

■
購
入
可
能
額

①
非
課
税
者
分

　

お
一
人
に
つ
き
、最
大
２
・
５

万
円
分
（
５
セ
ッ
ト
）
の
商
品
券

を
２
万
円
で
購
入
で
き
ま
す
。

②
子
育
て
世
帯
分

　
お
子
さ
ん
お
一
人
に
つ
き
、
最

大
２
・
５
万
円
分
（
５
セ
ッ
ト
）

の
商
品
券
を
２
万
円
で
購
入
で
き

ま
す
。

■
商
品
券
販
売
場
所

・
韮
崎
市
商
工
会

・
市
役
所
２
階
産
業
観
光
課

・
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階

　
地
域
情
報
発
信
セ
ン
タ
ー

■
取
扱
店
舗

　
市
内
１
０
０
店
舗
を
超
え
る
小

売
、
飲
食
店
等
で
利
用
で
き
ま

す
。
詳
細
は
、
市
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
、

購
入
引
換
券
送
付
時
に
同
封
し
て

い
ま
す
取
扱
店
舗
一
覧
表
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課 

商
工
労
政
担
当

　
　
（
内
線
２
１
５
・
２
１
６
）

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
販
売
中

　
早
く
安
全
に
除
雪
を
行
う
た
め
に

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す



7

　
上
下
水
道
課
よ
り
お
知
ら
せ

　

年
末
年
始
は
処
理
場
の
操
業
日

の
都
合
上
、
12
月
31
日
～
１
月
３

日
は
収
集
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

そ
の
間
の
ご
み
は
自
宅
で
保
管
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
掃
除
は
自
己
搬
入
の
日
を
ご
利

用
い
た
だ
き
、
年
内
の
可
燃
ご
み

収
集
の
最
終
日
ま
で
に
完
了
す
る

よ
う
計
画
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
毎
年
、
年
末
の
大
掃
除

で
出
さ
れ
る
「
ご
み
」
の
分
別
が

適
正
に
さ
れ
な
い
た
め
収
集
で
き

ず
、
市
へ
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
す
際
は
、
次
の
事
項
を
必
ず

守
り
ま
し
ょ
う
。

①
収
集
日
当
日
の
午
前
８
時
ま
で

に
出
す
。

②
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
・
資
源

物
の
分
別
を
徹
底
す
る
。

③
市
で
収
集
で
き
な
い
も
の
は
個

人
で
処
理
業
者
へ
問
い
合
わ
せ

て
処
分
す
る
。

■
収
集
で
き
な
い
も
の

・
建
築
廃
材
（
木
材
、
ト
タ
ン
、

雨
ど
い
、
畳
等
）

・
農
業
に
よ
り
排
出
さ
れ
た
マ
ル

チ
、
育
苗
箱
等
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
、
農
薬
（
容
器
を
含
む
）

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品
目

　
（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍

庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
等
）

・
パ
ソ
コ
ン
類

　

さ
わ
や
か
に
新

年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
地
区
ご
と

に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
清
潔
に

保
つ
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
ご
み
・
資
源
物
収
集
日
程
表
や

ご
み
の
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
市

民
生
活
課
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
市
民
生
活
課
生
活
環
境
担
当

（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

  

大
掃
除
の
ご
み
出
し
は
お
早
め
に

上下水道課よりお知らせ・ごみ出し

年末年始の水道工事指定店待機当番一覧表
月日 指定店名 電話

12月28日（土）
細田設備 27-2214

12月29日（日）
12月30日（月）

㈱日設管興 23-1238
12月31日（火）
 1 月 1 日（水）

㈲清水水道 22-0956
 1 月 2 日（木）
 1 月 3 日（金）

栄工業㈲ 22-0591
 1 月 4 日（土）
 1 月 5 日（日） 菊島設備㈱ 22-0382

　気温がマイナス４度以下になると、水道管が凍結して水が
出なくなったり、破裂したりすることがあります。寒波が到来
する前に、保温材などで水道管に防寒措置をしましょう。
　なお、年末年始に水道管の修理が必要な場合には、一覧表
の水道工事指定店へ直接お問い合わせください。

年末年始の水道工事指定店一覧

水
道
使
用
料
の
漏
水
減
免
制
度
に
つ
い
て

　
漏
水
は
、
貴
重
な
水
資
源
の
損

失
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
宅
地

内
の
地
面
の
陥
没
や
建
物
へ
の
浸

水
な
ど
二
次
的
被
害
を
も
た
ら
す

危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
漏
水

が
発
生
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
、

定
期
的
に
水
回
り

や
水
道
メ
ー
タ
ー

の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
各
家
庭
の
給
水
装
置
は
、
水
道

使
用
者
（
所
有
者
）
の
大
切
な
財

産
で
す
の
で
、
ご
自
身
で
管
理
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
そ
の
た

め
、
水
道
メ
ー
タ
ー
で
計
量
し
た

水
量
に
漏
水
分
が
含
ま
れ
て
も
、

そ
の
水
量
に
対
す
る
水
道
料
金
な

ど
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
お

支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
し
か
し
、
地
中
や
建
物
の
壁
内

な
ど
の
露
出
し
て
い
な
い
給
水
管

か
ら
の
漏
水
は
、
常
に
適
切
な
管

理
を
行
っ
て
い
て
も
発
見
が
困
難

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
、

一
定
の
基
準
を
満
た
す
場
合
に
限

り
、
漏
水
に
よ
り
多
額
の
水
道
使

用
料
に
な
っ
た
使
用
者
に
対
し
て

料
金
の
一
部
を
減
免
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

■
減
免
の
対
象
と
な
る
場
合

・
地
下
埋
設
管
か
ら
の
漏
水
で
地

　
上
か
ら
は
容
易
に
発
見
で
き
な

　
い
こ
と

・
家
屋
の
壁
内
や
床
下
で
目
視
で

　
き
る
状
態
に
な
い
こ
と

■
注
意
事
項

・
修
理
工
事
は
、
市
指
定
の
給
水

　
装
置
工
事
事
業
者
に
依
頼
し
て

　
く
だ
さ
い
。
指
定
店
以
外
の
工

　
事
業
者
も
し
く
は
ご
自
身
で
修

　
理
さ
れ
た
場
合
は
、
減
免
対
象

　
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

　
だ
さ
い
。

・
修
理
費
用
に
つ
い
て
は
、
水
道

　
使
用
者
（
所
有
者
）
の
負
担
と

　
な
り
ま
す
。

・
減
免
対
象
と
な
る
の
は
、
漏
水

　
し
て
い
る
期
間
の
う
ち
、
最
も

　
水
量
の
多
い
１
期
分
（
２
か
月

　
分
）
の
請
求
の
み
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課
水
道
管
理
担
当

　
　
（
内
線
６
１
６
・
６
１
７
）

水道管の凍結・破裂にご注意！

保温材

　10月の台風19号の被害
により発生した建築廃材（住
宅や倉庫の瓦・木材等）の処
分や、破損した農業用資材

（ハウス等）の撤去、再建に
かかる費用について市で支
援を行います。
　詳細については、各担当
へお問い合わせください。
■問い合わせ
○住宅・倉庫等から発生し

た廃棄物の処分について
　市民生活課 生活環境担当
　（内線131・132）
○農業用資材（ハウス等）

の撤去・処分について
　産業観光課 農林振興担当
　（内線222～225）

台風19号の被害により
発生した廃棄物について
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職員給与の公表

　市の人事行政の状況について、公正性と透明性を高めることを目的に、その概要をお知らせします。
　市職員に支給される給与は、国家公務員の給与等を参考にしながら、市議会の審議を経て条例や規則など
で定められています。その内容は、基本給としての給料と、扶養・住居・通勤手当や民間の賞与にあたる期
末・勤勉手当などがあります。

（注）人件費には、特別職に支給される給料・報酬なども含む。 （注）職員手当には退職手当は含まず。
　　　職員数は平成31年3月31日現在の人数。

　同種の職種・経歴に該当する国家公務員の給与額を
100とした場合に対して地方公務員の給与額についての
数値です。

（注）給与月額は給与と諸手当を合計したものです。

・給　　料	 職種や職務に応じた給料表に定められた額　
・扶養手当　	 配偶者　6,500円／人
　　　　　　	 子　　　10,000円／人
　　　　　　	 その他扶養親族　6,500円／人
・住居手当　	 借家（家賃月額12,000円以上）
　　　　　　	 限度額　月27,000円
・通勤手当　	 交通機関等利用　限度額　月53,000円
　　　　　　	 自動車等利用　距離に応じて　月2,000円～
・管理職手当	 管理職の区分に応じて　月41,000円～

・時間外勤務手当　	正規の勤務時間を超えたときに支給
・宿日直手当　　　	一般 　4,400円、医師　21,000円
　　　　　　　　　	常直的な宿日直　22,000円
・特殊勤務手当　　	市税等徴収事務、放射線取扱作業、細

菌検査業務、医師診療・医師出勤およ
び救急勤　務医、夜間看護業務

・期末勤勉手当
 （H30年度）

（　）の数字は、特定幹部職員（7級）に適用する月数。

・退職手当　退職日給料月額に退職理由や勤務年数に応じて
算出した額

韮崎市職員の給与および職員数などを公表します

●人件費の状況（平成30年度一般会計決算）

●職員の初任給の状況（平成30年4月1日）

●ラスパイレス指数

●一般行政職員の平均給与月額と
　年齢別の内訳（各年4月1日現在）

●職員給与の種類と状況

●職員給与費の状況（平成30年度一般会計決算）
（単位：人・千円・％）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：人・千円）

人口
（H31.3.31）

歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費率
（B/A） 前年度

29,568 15,296,206 1,916,781 12.5 12.8 

職員数
（A）

給　与　費 一人当た
り給与費
（B/A）給料 職員手当 期末勤勉

手当 合計（B）

205 758,191 98,353 302,566 1,159,110 5,654 

区分 大学卒 短大卒 高校卒
一般行政職 180,700 161,300 148,600

平均給料月額 平均給与月額
H30 H31 H30 H31
314,100 310,100 364,100 380,200

支給月 期末手当 勤勉手当

6月期
1.225月分 0.900月分

(1.025月分) (1.100月分)

12月期
1.375月分 0.950月分

(1.175月分) (1.150月分)

合計
2.600月分 1.850月分

(2.200月分) (2.250月分)

　臨時に支給されるもの

　毎月決まって支給されるもの

　特殊な職務や勤務に就いたときに
　実績に応じ支給されるもの
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区分 内容 対象職員 参加者数
山梨県市町村職員研修所研修 初任者・専門・実務研修・各階層別研修 該当者 129人
先進地視察研修等 先進地視察研修、海外派遣研修等 該当者 11人
市役所職員研修 新任職員研修、人事評価研修等 該当者 408人

職員給与の公表

（注）　定員管理調査より　[　] 内は、条例による定数

（１）勤務時間の状況
　　　1週間の勤務時間　38時間45分
（２）一般職員の年次有給休暇の取得状況
　　　平成30年1月1日～12月31日
　　　平均取得日数　　10.3日

　地方公務員法第42条の規定に基づく職員の保健、元
気回復、その他厚生に関する事業を実施するため韮崎市
福利厚生会を組織しています。
　主な事業として、各種助成（元気回復助成、リフレッ
シュ休暇、部活動助成）、慶弔祝金等給付事業などがあ
ります。なお、この財源は職員が毎月支払う会費と市か
らの負担金で構成され、運営しています。

■問い合わせ　秘書人事課 人事行革担当（内線322・325・326）

＜年齢別職員数＞

＜級別職員数＞

（注）行政職給料表適用職員のうち、税務職・保育士・技能労務
職・水道事業会計該当者を除いた人数（給与実態調査より）
また、割合については四捨五入しているため、合計が100％
になっていません。

（1）分限処分者数 （2）懲戒処分者数

●勤務時間

●福利厚生事業の状況（平成30年度）

●研修

●分限および懲戒（平成30年度）

●部門別職員数の状況と主な増減理由
　（各年4月1日現在）

●一般行政職の平均年齢と年齢別、級別職員数
　（各年4月1日現在）

（単位：人）

（単位：歳）

（単位：人）

●特別職の報酬等
　の状況
　（平成30年4月1日）

区　分 給料月額報酬等 期末手当

給料
市　長 762,000円 支給月数 4.05月分
副市長 630,000円 （30年度） 6月期 1.950月分
教育長 573,000円 12月期 2.100月分

報酬
議　長 369,000円 支給月数 3.05月分
副議長 345,000円 （30年度） 6月期 1.450月分
議　員 336,000円 12月期 1.600月分

区分 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 対前年
増減数 主な増減理由

一般行政部門

一般 118 115 116 1
静心寮の廃止に
伴う減員および
人事配置に伴う
増員

福祉 68 69 61 △ 8
下水道 4 4 4 0
その他 16 16 16 0

小計 [252]
206

[251]
204

[211]
197

[△ 40]
△ 7

教育行政部門
教育 20 22 23 1 業務内容充実に

伴う増員小計 [52]
20

[52]
22

[37]
23

[△ 15]
1

公営企業等
会計部門

病院 124 119 122 3
水道 8 8 9 1

小計 [161]
132

[161]
127

[134]
131

[△ 27]
4

合計 [465]
358

[464]
353

[382]
351

[△ 82]
△ 2

H30 H31

平均年齢 40.1 39.7

降任 免職 休職 降給 合計
0 0 2 0 2

戒告 減給 停職 免職 合計
0 0 0 0 0

会員数 336人　
事業実績総額 8,954千円

公費負担額
4,678千円
（14）千円

（H30.4.1現在）

（　　）・・１人当たり 
　　　　　　公費負担額
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心身障害者自動車燃料費助成金・各種検診受診券

 

　
平
成
31
年
１
月
～
令
和
元
年
12

月
ま
で
の
自
動
車
燃
料
購
入
費
の

助
成
を
行
い
ま
す
の
で
、
該
当
す

る
方
は
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者

　
平
成
31
年
１
月
以
降
、
自
動
車

税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け

て
い
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
を

所
持
し
て
い
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳 

１
・
２
級

・
療
育
手
帳 

Ａ

・
戦
傷
病
者
手
帳　
特
別
第
１
・

第
２
項
症

※
減
免
対
象
車
が
県
外
ナ
ン
バ
ー

の
場
合
は
助
成
対
象
外
で
す
。

■
受
付
期
間

　
令
和
２
年
１
月
６
日
（
月
）
～

　

２
月
７
日
（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

※
期
間
内
に
手
続
き
を
し
な
い
場
合

は
、
助
成
金
の
請
求
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

①
山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃

料
費
助
成
金
請
求
書

②
燃
料
購
入
先
で
証
明
を
受
け
た

支
払
証
明
書
、ま
た
は
宛
名
に
請

求
者
氏
名
が
記
載
印
字
さ
れ
た

領
収
書
お
よ
び
購
入
量
計
算
書

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ

か
（
山
梨
県
ま
た
は
山
梨
県
内

市
町
村
の
「
減
免
済
」
印
が
あ

る
も
の
）

④
印
鑑

⑤
減
免
対
象
車
両
の
車
検
証

⑥
請
求
者
の
預
金
通
帳
（
店
名
・

預
金
種
目
・
口
座
番
号
の
確
認

が
で
き
る
も
の
）

■
請
求
書
・
購
入
量
計
算
書
お
よ

　
び
支
払
証
明
用
紙
の
配
布
場
所

・
県
中
北
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課

・
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
担
当

※
中
北
保
健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
可

■
問
い
合
わ
せ

　
県
中
北
保
健
福
祉
事
務
所
内

福
祉
課
障
害
福
祉
担
当

　
☎
０
５
５‐２
３
７‐１
４
１
８

　

０
５
５‐２
３
５‐７
１
１
５

※集団受付日に来場できない場合は、集団受付日以　の日に、中北保健
福祉事務所で受け付けます。（必ず事前にご連絡をお願いします。）

集団受付日 時間 会場

1月15日（水）
1月16日（木）
1月20日（月）
1月31日（金）

9時30分～12時
13時～16時

甲府市
総合市民会館 1階 多目的室

1 月 7 日（火） 10時～12時
13時～15時 昭和町総合会館 2階

相談室・講習室

1 月 8 日（水）
1 月28日（火）

10時～12時
13時～15時

南アルプス市地域
防災交流センター
（十五所）

2階
多目的ホール

1 月17日（金）
1 月21日（火）

10時～12時
13時～15時

甲斐市
敷島総合文化会館 2階 研修室

1 月23日（木） 10時～12時
13時～15時

北杜市役所本庁舎
（須玉） 1階 西会議室

1 月27日（月） 10時～12時
13時～15時

北杜市役所
長坂総合支所 1階 庁舎内

1 月 9 日（木） 10時～12時
13時～16時

北巨摩合同庁舎
（韮崎市本町） 1階 大会議室

 【受付日程】

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車

  

燃
料
費
助
成
金
請
求
の
受
付

　
ま
も
な
く
本
年
度
の
各
種
検
診

受
診
券
の
発
券
が
終
了
し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
や
が
ん
等
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
の
た
め
、
受
診
手

続
を
お
忘
れ
な
く
。

■
対
象
者

●
乳
が
ん
検
診

　
25
歳
以
上
の
方

●
子
宮
が
ん
検
診

　
21
歳
以
上
の
方

●
人
間
ド
ッ
ク

　
韮
崎
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
40
歳
か
ら
74
歳
の
方
（
※
総

合
健
診
受
診
者
は
、
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
）

●
脳
ド
ッ
ク

　
50
歳
以
上
の
方
で
、
平
成
30
年

度
に
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
て
い

な
い
方

※
年
齢
は
す
べ
て
令
和
２
年
３
月

　
31
日
現
在
に
な
り
ま
す

■
受
診
券
の
発
券
期
間

　
12
月
20
日
（
金
）
ま
で

■
申
込
場
所

　
健
康
づ
く
り
課

 

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
申
込
時
の
持
ち
物

　
健
康
保
険
証
（
人
間
ド
ッ
ク
の

場
合
は
国
民
健
康
保
険
証
）

■
そ
の
他

　
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
は
、

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
※
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
）
で
も
申

込
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課 

健
康
増
進
担
当

　
　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

　
手
術
や
治
療
で
輸
血
を
必
要
と

す
る
方
が
増
加
す
る
一
方
で
、
少

子
高
齢
化
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、

特
に
若
い
世
代
の
献
血
者
数
が
減

少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

献
血
は
身
近
に
あ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
次
の
と
お
り
市
役

所
庁
舎
に
て
献
血
を
行
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　
12
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
12
時
45
分
～
15
時
30
分

■
会
場　
市
役
所
庁
舎
東
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
‐
２
５
１
‐
５
８
９
１

　
韮
崎
市
献
血
推
進
協
議
会

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方
へ

各
種
検
診
受
診
券
の
手
続
き
は
12
月
20
日
ま
で
！

 

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診 

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を
！

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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国民健康保険・後期高齢者医療制度

■外来年間合算とは？
　70歳以上の方のうち、自己負担区分が「一般」

「低Ⅰ」「低Ⅱ」の方（7月31日時点）を対象に１年
間を通して各月の外来の自己負担額を合計し、
上限額を超えた金額を「高額療養費外来年間
合算」として支給します。
■支給対象となる方
　平成30年8月1日～令和元年7月31日まで
の1年間で自己負担区分が「一般」「低Ⅰ」「低Ⅱ」の
方（7月31日時点）のうち外来の自己負担額が
14万4千円を超えた方が支給対象となります。
※なお、月間の高額療養費として支給された金
　額は自己負担額から差し引いて計算します。
■申請書の発送・提出
　対象となる方には、申請のご案内を12月上旬
に郵送します。申請書をご記入のうえ、市民生
活課国保年金担当へご提出ください。
※申請の時効は、ご案内がお手元に届いてか
ら2年間となります。

■問い合わせ
　市民生活課
　国保年金担当
　（内線127～
　　　129・137）

 高額療養費
　「外来年間合算」について

育英奨学金・高額療養費・台風19号に伴う県外通学困難者支援
　
市
で
は
、
大
学
や
短
大
、
各
種

専
門
学
校
へ
進
学
を
希
望
し
て
い

る
方
を
対
象
に
、育
英
奨
学
金
の

貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
次
の
資
格
要
件
の
全
て

を
満
た
す
方

・
本
人
、
保
護
者
が
市
内
に
１
年

　
以
上
住
ん
で
い
る
方

・
大
学
生
、
短
大
生
お
よ
び
専
門

　
職
大
学
や
各
種
専
門
学
校
に
在

　
学
中
ま
た
は
進
学
す
る
方

・
学
業
、
人
物
が
優
れ
、
か
つ
健

　
康
な
方

・
学
資
の
支
弁
が
困
難
で
あ
る
方

※
世
帯
人
数
、障
が
い
者
の
有
無

　
等
の
基
準
に
よ
り
判
断
し
ま
す
。

■
貸
付
額　
年
額
24
万
円

■
貸
付
期
間

　
決
定
時
か
ら
在
学
す
る
学
校
の

最
短
修
業
年
限
ま
で

■
奨
学
金
の
返
還

・
10
年
以
内
返
済
（
四
半
期
賦
）

・
無
利
子

※
貸
付
終
了
後
、
本
人
が
市
内
に

　
住
所
を
有
す
る
と
、
返
還
金
の

　
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
書
類

・
窓
口
配
布
開
始

　
令
和
２
年
１
月
６
日
（
月
）

・
配
布
場
所

　
教
育
課
学
校
教
育
担
当
お
よ
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
申
込
期
間

　
令
和
２
年
１
月
６
日
（
月
）

　
　
　
　
　
～
３
月
２
日
（
月
）

■
韮
崎
市
育
英
奨
学
金
制
度

　
こ
の
制
度
は
、
平
成
６
年
に
若

宮
二
丁
目
在
住
の
渡
邊
勇
三
氏

（
故
人
・
元
進
学
塾
渡
辺
の
門
経

営
）
か
ら
、
市
に
寄
付
さ
れ
た

７
千
万
円
を
原
資
と
し
「
韮
崎
市

育
英
奨
学
基
金
」
を
設
立
、
こ
の

基
金
を
活
用
し
た
奨
学
金
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
学
校
教
育
担
当

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
６
４
）

 　
韮
崎
市
育
英
奨
学
金
の
活
用
を

　

J
R
中
央
線
の
運
休
に
伴
い
、

東
京
方
面
（
県
外
）
へ
通
学
す
る

大
学
生
等
の
通
学
機
会
の
確
保
に

要
し
た
宿
泊
費
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
期
間
（
宿
泊
期
間
）

　
10
月
14
日
（
月
）
～
17
日
（
木
）

■
対
象
者

・
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

　
れ
て
い
る
者

・
鉄
道
会
社
か
ら
通
学
定
期
券
の

　
発
行
を
受
け
て
通
学
し
て
い
る

　
大
学
生
等
お
よ
び
高
校
生

・
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
世

　
帯
の
一
員
で
あ
る
こ
と

■
補
助
金
額

　
１
泊
に
つ
き
、
５
千
円
（
上
限
）

■
補
助
対
象
の
宿
泊
施
設

　

旅
館
業
法
第
３
条
第
１

項
に
規
定
す
る
許
可
を
受

け
た
者
が
営
む
施
設

■
申
請
期
日

　
令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）

■
申
請
書
類
等

・
補
助
金
交
付
申
請
書

・
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の

　
写
し

・
通
学
定
期
券
の
写
し

・
宿
泊
を
証
明
す
る
領
収
書

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
総
合
政
策
課 

人
口
対
策
担
当

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
５
８
）

台
風
19
号
に
伴
う
県
外
通
学
困
難
者
へ
宿
泊
費
を
支
援

　
大
学
・
専
門
学
校
等
へ
の
就
学
を
支
援
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女性団体連絡協議会の活動・社会福祉協議会職員募集

女
性
が
輝
け
る
社
会
を
目
指
し
て

憲
法
14
条・24
条
の
生
み
の
親

「
ベ
ア
テ
氏
」に
つ
い
て
学
ぶ

　
私
た
ち
韮
崎
市
女
性
団
体
連
絡

協
議
会
は
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

県
外
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
８
月
に
国
立
女
性
教
育
会
館

（
埼
玉
県
）
で
行
わ
れ
た
「
男
女

共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加

し
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
戦
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
で

憲
法
14
条
「
法
の
下
の
平
等
」
・

24
条
「
両
性
の
平
等
」
の
草
案
を

作
成
し
た
当
時
22
歳
の
女
性
ベ
ア

テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
氏
に
つ

い
て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
数
か

国
語
が
堪
能
で
、
国
際
感
覚
豊
か

な
彼
女
は
日
本
国
憲
法
草
案
作
成

委
員
と
し
て
女
性
問
題
を
担
当
し

ま
し
た
。
強
い
反
対
も
あ
る
中

で
、
彼
女
は
女
性
の
多
く
の
権
利

を
盛
り
込
み
ま
し
た
が
、
最
終
的

に
残
っ
た
の
が
14
条
と
24
条
で

す
。
こ
の
功
績
は
、
戦
後
の
日
本

女
性
の
社
会
参
画
に
と
っ
て
大
き

な
第
一
歩
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
女
性
の
社
会
参
画
の
た

め
粘
り
強
く
活
動
し
た
彼
女
の
情

熱
的
な
姿
に
「
女
性
自
ら
が
考

え
、
声
を
上
げ
る
姿
勢
の
重
要

性
」
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

　
戦
後
か
ら
74
年
た
っ
て
も
、
男

女
の
平
等
は
ま
だ
十
分
に
実
現
し

て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
テ
レ

ビ
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
描
か
れ
る
家
族
の

風
景
に
は
男
女
の
固
定
観
念
的
な

役
割
分
担
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

男
性
も
女
性
も
性
に
縛
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
一
人
一
人
が
自
由
に
生

き
て
い
く
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
身

近
な
男
女
格
差
に
気
づ
き
、
解
決

す
る
た
め
の
行
動
を
と
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
女
性
団
体

　
　
　
　
　
連
絡
協
議
会
事
務
局

　
（
総
合
政
策
課 

政
策
推
進
担
当
）

　
　
　
　
　

  

（
内
線
３
５
７
）

　韮崎市女性団体連絡協議会は、平成6年に設立
されました。韮崎市内の7つの女性団体で構成さ
れ、2か月に一度理事会を行っています。各理事
は社会教育委員など、韮崎市の15の行政委員を委
嘱され、様々な場面で活躍しています。
　今年度のテーマは「新しい時代に新しい女性の
生き方を」です。韮崎市の女性の皆さん、私たち
と一緒に女性が自由に活躍できる明るく住みよい
まちづくりのために活動しませんか？

■加盟団体（会員数約700名）
　龍岡公民館女性部すみれ会
　韮崎市食生活改善推進員会
　韮崎市民合唱団
　韮崎生活学校
　韮崎市愛育会
　韮崎市赤十字奉仕団
　韮崎消費生活研究会

　食生活改善推進員会では、料理経験が少
ない男性が料理や食事に興味が持てるよ
う、調理のサポートをします。
　教室をきっかけに、ご家族やお友達に料理
をふるまってみるのはいかがでしょうか？きっ
と喜ばれますよ ！ お気軽にご参加ください。
■日　時　令和２年１月19日（日）
　　　　　10時～12時30分
■場　所　保健福祉センター
■対象者
　市内在住の30歳～40歳男性（先着16名）
■参加料　無料
■内　容　手作りハンバーグ、マセドアンサラダ、	
	 みそ汁、季節のフルーツ
■持ち物　エプロン、三角巾、筆記用具
■申込締切　12月25日（水）
■申込み・問い合わせ
　健康づくり課 健康増進担当
　☎23-4310

「男性の料理教室」参加者募集！

韮崎市社会福祉協議会職員を募集します

※詳細は、社会福祉協議会窓口配布またはホームページの「試験案内」をご覧ください。
■問い合わせ　韮崎市社会福祉協議会　☎22-6944

採用職種 採用人員 採用日 受付期間 試験日 資格要件一次 二次

社会福祉士 1名 令和2年
3月1日

12月9日（月）～
令和2年1月10日（金）

令和2年
2月9日（日）
筆記試験

令和2年
2月19日（水）
面接試験

30歳未満で
社会福祉士の資格保有者

ー
韮
崎
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
活
動
ー

 韮崎市女性団体連絡協議会と
　　一緒に活動しませんか？

韮崎市女性団体連絡協議会
会長　淺川　節子
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　韮崎市男女共同参画推進委員会では、平成30年1月に「福祉施設の災害対策協議会」が設立されたこと
を受け、平成30年度から活動のメインテーマを「災害時における地域の助け合い」として活動をしています。
男女が共に互いの意見を尊重し、協働するまち韮崎を目指して、「災害時における要配慮者への支援」という
切り口から、よりよいまちづくりをしていくにはどうしたらよいか、皆さんで一緒に考えましょう。

■日時	 令和2年1月26日（日）13時30分～16時（13時受付開始）
■場所	 東京エレクトロン韮崎文化ホール（小ホール）
■プログラム
　・令和元年度男女共同参画推進委員会活動報告
　・ 「災害時における地域の助け合い」活動報告
　・寸劇「いざという時、こんな仕組みがあったらいいな」
　・パネルディスカッション「もしも自分や家族が、要配慮者であったら？」
　　パ ネ リ ス ト ：水川　秋人氏	(韮崎市地区長連合会会長)
　　　　　　　　　　　矢崎　永子氏	(韮崎市ボランティアの会会長)
　　　　　　　　　　　嶋津　榮男氏	(韮崎市男女共同参画推進委員会委員長)
　　　　　　　　　　　筒井　清重氏	(韮崎市総務課課長)
　　コーディネーター：向山　建生氏	(韮崎市男女共同参画アドバイザー）
■主催　韮崎市、韮崎市男女共同参画推進委員会
■共催　韮崎市女性団体連絡協議会、韮崎市地区長連合会
■問い合わせ　総合政策課 政策推進担当（内線357）

男女共同参画フォーラム・青少年教育研修会・健康アップ教室

「男
み ん な

女で創ろう 協働するまち韮崎」
―いざというとき 私たちにできること―

　次代を担う子どもたちが明
るく健やかに育っていくことは
市民全員の願いです。「地域が
子どもを育てる」という視点か
ら「人づくり」とは何かを考える
機会とします。※入場無料・ど
なたでも聴講できます。

■日時　12月7日（土）14時から
	 （13時30分受付開始）
■場所　市民交流センターニコリ　多目的ホール
■講師　宗　由貴氏（少林寺拳法グループ代表）
■演題　「人づくり」とは
　　　　～地域の子どもたちのために
　　　　　　　　　　　　　　できること～
■問い合わせ　
	 韮崎市青少年育成連絡協議会事務局
	 （教育課 生涯学習担当） 内線268

　食生活や運動習慣を改善したい、健康づくりを
始めたい、身体にいいことを始めてみたい・・・
そんなあなたにおすすめの教室があります。食生
活などの生活習慣を見直し、あなたと同じ健康の
悩みをもった仲間と一緒にステップ運動をしてみ
ませんか!？
■日時　令和2年1月10日（金）より開始
　　　　週1回　計11回　13時30分～15時30分
■場所　保健福祉センター
■持ち物　水分、タオル
　当日は動きやすい服装でお越しください。
■参加費　無料（要予約）
※詳しい日程とお申込み等については
　お問い合わせください。
■申込み・問い合わせ
　健康づくり課 保健指導担当
　☎23-4310　　23-4316

効果のある運動教室
「健康アップ教室」が始まります。

あなたも参加してみませんか？

この冬にオススメ！

令和元年度韮崎市男女共同参画フォーラム

「青少年教育研修会」
を開催します

託児所があります（無料）
利用を希望される方は、
1月16日（木）までに
お申込みください。
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　10月24日（木）、韮崎市サッカー協会は韮崎中央公園陸上競
技場で U-6 サッカーフェスティバルを開催しました。市内の保
育園、幼稚園の約200名の園児がこの日のために練習を重ね、広
い芝生のグラウンドで思い切りサッカーを楽しみました。
　また、今年も東京エレクトロン テクノロジーソリューション
ズ㈱にご後援をいただき、園児一人ひとりにサッカーボールをい
ただきました。ありがとうございました。

　10月20日（日）、韮崎市ふるさと偉人資料館は、第10回企画
展関連講座「貿易のパイオニア　水上達三を語る」を開催しまし
た。水上達三は本市清哲町の出身で戦後の日本に「総合商社」と
いうビジネスを築き上げた実業家です。講座では韮崎ふるさと偉
人研究会の清水一会長と海老沼学芸員が話し手となり、達三の幼
少期の話から勤務していた会社の解散、総合商社の設立に至るま
でを語りました。なお、企画展は来年3月22日まで開催中です。

　10月26日（土）、大村記念図書館で「春風亭弁橋二ツ目昇
進お披露目寄席」が開催されました。前売りチケットは完売で
迎えた当日、会場は満員となり、地元韮崎から誕生した噺家さ
んをお迎えしました。
　寄席では弁橋さんが「まんじゅう怖い」と「鼓ヶ滝」を披露
し、会場は大きく盛り上がりました。また、弁橋さんの師匠で
ある春風亭柳橋さん、兄弟弟子である春風亭かけ橋さんも登場
し、弁橋さんの晴れの舞台に花を添えました。

 

第
１
回
ニ
ー
ラ
寄
席

「
弁
橋
、
二
ツ
目
に
挑
戦
！
」

　

韮
崎
市
出
身
の
落
語
家
・
春

風
亭
弁
橋
が
将
来
有
望
な
二
ツ

目
の
落
語
家
に
挑
戦
し
ま
す
！

記
念
す
べ
き
第
１
回
ゲ
ス
ト
は

古
今
亭
今
い
ち
兄
さ
ん
！
２
人

の
２
席
ず
つ
合
計
４
席
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
12
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
開
場

　
　
　
　
13
時
30
分
開
演

■
場
所

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ

　
１
階
和
室
会
議
室

■
木
戸
銭　
２
，
０
０
０
円

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
弁
橋
落
語
会

　

benkyo.rakugokai

　
　
　
　
　
　

@
gm

ail.com

　
☎
０
９
０
‐
１
１
１
６
‐
５
２
４
８

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
小
澤
）

　最後はお祝いセレモニーが行われ、図書館職員お手製のくす
玉でお祝いしたほか、たくさんのお祝いの言葉がかけられ、笑
いあり、涙ありの素敵なお披露目寄席となりました。
　寄席を終えた弁橋さんは「緊張しましたが、お客さんがたく
さん来てくれて感謝の気持ちでいっぱいです。見ていただいた
芸が今の精一杯です。もっともっと精進して皆さんに応援して
もらえる落語家を目指していきたいです。また、山梨で活躍し
て、山梨で落語を広めていきたいです。」と満面の笑みで答え
てくださいました。その名のとおり真打を目指して「べんきょ
う」を続けるという弁橋さんを応援していきましょう。

韮崎が生んだ実業家・水上達三に迫る

U-6サッカーフェスティバル開催！

春風亭弁橋二ツ目お披露目

今後の予定「弁橋の勉強会」
　弁橋がネタおろしの1席を含
めて3席を披露します。
■日時  	令和2年1月17日（金）
	 18時30分開演（18時開場）
■場所	 市民交流センターニコリ
　	 1階和室会議室
■木戸銭　1,500円
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NIRASAKI SUNRISE TRAINING
－ にらさきサンライズトレーニング －

　10月26日（土）、韮崎大村美術館でナイトミュージアムが開
催されました。この日は、閉館後の18時から21時まで無料で開
館しました。学芸員による企画展示ツアー、様々なお店によるナ
イトカフェ等来場者の皆さんは普段見れないライトアップされた
美術館を楽しんでいました。ハロウィンも近いことから仮装して
来場した親子などには特典もあり、子どもから大人まで300人を
超えるたくさんの方でにぎわいました。

　10月31日（木）、穂坂小学校では第41回菊
まつりが開催され、11月1日（金）、児童が大
切に育てた菊の花を市役所利用者に楽しんで欲
しいとの思いから庁舎1階ロビーに飾りに来て
くださいました。穂坂小学校では地域の方の指
導のもと、毎年、5年生の児童が総合的な学習
の時間に菊作りに挑戦しています。

　10月28日（月）、本市の知名度向上とイメージアップ、観光振
興等の役割を担っていただく「武田の里・サッカーのまちにらさ
き親善大使」を新たに任命しました。今回大使となられたのは、
本市出身・在住のプロマウンテンアスリート山本健一さんと本市
出身で落語家の春風亭弁橋（石坪卓巳）さんのお2人です。弁橋さ
んは日本全国に、山本さんは日本はもちろん世界中に韮崎の名を
広めていきたいと、それぞれの意気込みを語っていただきました。

幸福の小径ミニレース
　世界で活躍するプロマウンテンアスリートの山本健一氏（旭町在住）と
一緒にトレーニングする企画。今月は年末特別企画です。大勢の方の参加
をお待ちしています！

■日　　時　12月30日（月）12時～15時
　　　　　　（雨天決行）
■集合場所　韮崎大村美術館駐車場

ⓒ SHO Fujimaki

■内　　容	 ○	第1部	 マイペースで楽しもう
　			   2人1組でタイム計測。タイムで抽選を行ってプレゼントを授与！
		  ○	第2部　トップをねらえ
　			   一斉スタートで順位を競う。男女上位にはプレゼントを授与！
■コ ー ス 	幸福の小径 往復2km
■参加方法	 開始時刻の10分前程度に集合場所へお越しください。
　　　　　　※参加自由・申込不要
■そ の 他 	参加者更衣室は螢雪寮（大村智博士生家）をご利用ください。

詳細は、山本健一公式Facebookページでご確認ください。

夜の美術館を楽しむ ！ ナイトミュージアム ！

新たに2名の親善大使が誕生しました

今年もきれいな菊が咲きました！
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ち
な
方
や
お
友
達
を
作
り
た
い
方

な
ど
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
12
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
会
議
室
１

　
　
　
（
時
間
内
出
入
り
自
由
）

■
申
込
み　
不
要

ま
な
び
ｎｏ
サ
ロ
ン
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な

第
２
回
「
み
ん
な
で
歌
お
う
♪
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
無
料
）

　
な
つ
か
し
い
童
謡
や
唱
歌
を
、

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
せ
ん

か
？
声
を
出
し
て
、

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
１
月
31
日
（
金
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
３
階

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
定
員　
40
名

■
講
師　
合
唱
指
導
者

　
　
　
　
星　
ひ
ろ
美
氏

■
申
込
み　
12
月
３
日
（
火
）
か
ら

「
料
理
講
座
」

～
李
維
羅
（
リ
ユ
ラ
）
先
生
の
だ

れ
で
も
で
き
る
本
格
韓
国
料
理
～

　
ス
ン
ド
ゥ
ブ
・
チ
ヂ
ミ
・
チ
ャ

プ
チ
ェ
な
ど
、
日
本
で
も
な
じ
み

の
あ
る
韓
国
料
理
を
、
本
場
の
調

理
方
法
で
作
り
ま
す
。
料
理
が
初

め
て
の
方
も
一
緒
に
楽
し
く
作
り

ま
し
ょ
う
。

イ
ベ
ン
ト

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

ニ
コ
リ

み
ん
な
で
作
る

ニ
コ
リ
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

　
韮
崎
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園

児
が
飾
り
付
け
を
行
っ
た
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　
11
月
26
日
（
火
）
～

　
　
　
　
12
月
25
日
（
水
）
16
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
共
用
ス
ペ
ー
ス

■
参
加
園　
韮
崎
東
保
育
園
、
た

　
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
、
す
ず
ら
ん
保

　
育
園
、
す
み
れ
韮
崎
保
育
園
、

　
韮
崎
愛
生
幼
稚
園
、
韮
崎
カ
ト

　
リ
ッ
ク
白
百
合
幼
稚
園
、
山
梨

　
英
和
ダ
グ
ラ
ス
こ
ど
も
園

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
装
飾
が
な
さ
れ

た
館
内
で
、
楽
し
い
音
楽
の
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
12
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
～
14
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
共
用
ス
ペ
ー
ス

■
協
力　
内
藤
楽
器
㈱

餅
つ
き
大
会

　
杵
と
臼
を
使
っ
て
餅
つ
き
を
行

い
ま
す
！
つ
い
た
お
餅
は
お
汁
粉

に
し
て
お
配
り
し
ま
す
。

■
日
時　
１
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
つ
き
始
め

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
共
用
ス
ペ
ー
ス

つ
る
し
雛
を
作
ろ
う
！

　
つ
る
し
雛
（
珠
）
を
作
り
ま
せ

ん
か
？
手
芸
が
苦
手
な
方
で
も
大

丈
夫
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど

な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
！

■
日
時　
１
月
18
日
・
25
日
、
２

　
月
１
日
（
土
曜
日
３
回
）
13
時

　
～
16
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
会
議
室
５

■
参
加
費　
５
０
０
円

■
持
ち
物　
裁
縫
道
具
、
ボ
ン
ド
、

　
布
の
切
れ
端
（
あ
る
方
の
み
）
、

　

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
玉
（
あ
る

　
方
の
み
）
他

■
定
員　
20
名　

　
　
　
　
※
最
少
催
行
人
数
５
名

■
講
師　
伊
藤　
幸
枝
氏

■
注
意　
制
作
し
た
つ
る
し
雛
は

　
ニ
コ
リ
の
ひ
な
祭
り
イ
ベ
ン
ト

　
開
催
期
間
中
に
展
示
し
た
後
、

　
制
作
者
に
返
却
し
ま
す
。
針
や

　
糸
を
使
わ
な
い
作
品
も
あ
り
ま

　
す
の
で
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
で

　
も
参
加
可
能
で
す
。

■
申
込
方
法　
ニ
コ
リ
１
階
総
合

　
受
付
で
参
加
費
を
お
支
払
い
く

　
だ
さ
い
。

ク
リ
ス
マ
ス
会（
無
料
）

　

人
形
劇
団
も
も
た
ろ
う
７
に
よ

る
人
形
劇「
へっ
こ
き
嫁
ド
ン
！
」な

ど
、楽
し
い
催
し
物
が
い
っ
ぱ
い
。

児
童
に
は
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。ご
家
族
、

お
友
達
な
ど
、お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
12
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階

　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

ク
リ
ス
マ
ス
☆
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
無
料
）

　

今
年
は
オ
ン
デ
ィ
ー
ナ
に
よ
る

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
や
、珍
し
い
楽

器
の
演
奏
な
ど
、子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
曲
を
た
っ

ぷ
り
お
届
け
し
ま
す
。ね
ず
み
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー・ら
い

ぶ
君
と一
緒
に
歌
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
12
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
15
時
10
分
～
16
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

え
い
ご
ｄｅ
お
は
な
し
会

　
　
　
　
　
　
　
（
申
込
不
要
）

■
日
時　
12
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
13
時
15
分
～
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
３
階

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内

■
対
象　
乳
幼
児

だ
っ
こ
の
会（
申
込
不
要
）

　

わ
ら
べ
歌
、絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、手
遊
び
な
ど

■
日
時　
12
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　
11
時
～
11
時
30
分

■
対
象　
乳
幼
児

ま
な
び
ｎｏ
サ
ロ
ン
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な

「
し
ゃ
べ
ら
ん
会
」（
無
料
）

　
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
る

気
軽
な
会
で
す
。
家
に
こ
も
り
が

ニ
コ
リ
主
催

イ
ベ
ン
ト

☎
２
２ｰ

１
１
２
１

大
村
記
念

図
書
館

☎
２
２ｰ

４
９
４
６

中
央
公
民
館

☎
２
０ｰ

１
１
１
５

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

12
月
９
日
（
月
）
～
24
日
（
火
）

は
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
入
れ
替

え
、
蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し

ま
す
。
学
習
室
１
も
ご
利
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
期
間
中
、
資
料
の
返
却
は
１
階

　
外
の
「
本
の
返
却
口
」
ま
た
は

　

２
階
図
書
館
入
口
に
あ
る｢

返

　

却
Ｂ
Ｏ
Ｘ｣

を
ご
利
用
く
だ
さ

　
い
。
な
お
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
他
館
か

　
ら
借
り
受
け
て
い
る
資
料
は
休

　
館
期
間
終
了
後
図
書
館
受
付
に

　
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

♪♫♬♪♫♬
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広報にらさき

■
日
時　
２
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
13
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
調
理
室

■
定
員　
16
名

■
参
加
費

　
１
，
５
０
０
円
（
材
料
費
）

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
頭
巾
・

　
タ
ッ
パ
ー

■
講
師　
ク
ッ
キ
ン
グ
サ
ロ
ン
サ

　
ラ
ン
チ
ェ
主
宰

　
　
　
　
李
維
羅
（
リ
ユ
ラ
）
氏

■
申
込
み　
12
月
３
日
（
火
）
か
ら

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
２
３ｰ

７
６
７
６

に
ら
★
歩
歩
く
ら
ぶ

ア
メ
リ
カ
ヤ
ｄ
ｅ
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
（
要
予
約
）

　

ニ
コ
リ
か
ら
歩
い
て
す
ぐ
の

お
し
ゃ
れ
な
建
物

「
ア
メ
リ
カ
ヤ
」
。

眺
め
の
良
い
５
階

で
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
12
月
４
日
（
水
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　
ア
メ
リ
カ
ヤ
ビ
ル
５
階

■
集
合　
10
時
15
分
（
ニ
コ
リ
１

　
階
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
前
）

■
対
象　
未
就
園
の
親
子
10
組

■
持
ち
物　
１
０
０
円
相
当
の
プ

　
レ
ゼ
ン
ト
（
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換

　
を
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
人
数

【材料（4人分）】
・粉寒天……………… 4ℊ
・水……………… 500㎖
　※果物缶の液と合わせて
　　500㎖にする。
・砂糖……………… 60ℊ
・レモン汁………大さじ1
・果物缶（みかん）…1缶
・キウイフルーツ……1個

寒天の使い方ポイント！
「酸の強いものに注意」
　酸性のものと合わせる時は、寒天を溶かした液の粗熱を取って
から加え、手早く混ぜ合わせます。

知っ得！食育ひろば　－食改推の簡単レシピ！－

「 きんちゃく ゼリー」
不思議な食感！楽しいデザート

【
作
り
方
】

①
キ
ウ
イ
は
い
ち
ょ
う
切
り
、果
物
缶

は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
る
。

②
鍋
に
分
量
の
水
と
粉
寒
天
を
加

え
、沸
騰
さ
せ
よ
く
煮
溶
か
す
。

③
砂
糖
を
加
え
し
っ
か
り
溶
か
し
、レ

モ
ン
汁
を
加
え一煮
立
ち
さ
せ
る
。

④
器
や
紙
コッ
プ
に
大
き
め
に
ラ
ッ
プ

を
敷
き
、果
物
を
中
に
敷
き
詰
め
る
。

⑤
④
に
粗
熱
が
取
れ
た
②
の
寒
天
液
を

注
ぎ
入
れ
、こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
ラ
ッ

プ
で
ま
と
め
て
輪
ゴ
ム
で
し
ば
る
。

⑥
水
や
氷
水
を
ボ
ウ
ル
に
入
れ
て
、

冷
や
し
固
め
る
。

♡
ラ
ッ
プ
に
カ
ラ
フ
ル
な
ワ
イ
ヤ
ー

や
リ
ボ
ン
を
つ
け
る
と
見
た
目
が

か
わ
い
ら
し
く
な
り
ま
す
！

【
栄
養
量
（
１
人
分
）
】

　
・
エ
ネ
ル
ギ
ー　
96
㌔
㌍

　
・
食
塩
相
当
量　
０
㌘

■
問
い
合
わ
せ

　
健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
担
当

　
　
　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
☎
２
３
‐
４
３
１
０

　
分
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

■
参
加
費　
３
０
０
円

 

（
お
子
さ
ん
が
一
人
増
え
る
ご

と
に
＋
１
０
０
円
）　

 

栄
養
士
相
談
（
予
約
不
要
）

　

に
ら
★
ち
び
に
栄

養
士
さ
ん
が
来
て
く

れ
ま
す
。
マ
マ
の
栄

養
や
お
子
さ
ん
の
食

事
な
ど
、
相
談
が
で
き
ま
す
。

■
日
時　
12
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
10
時
～
14
時

■
場
所　
に
ら
★
ち
び
（
３
階
）

　
マ
マ
の
た
め
の
食
育
講
座

 

～
お
味
噌
汁
か
ら
の
取
分
け

　
　
離
乳
食
作
り
～
（
要
予
約
）

　
旬
の
お
野
菜
を
使
っ
た
「
お
味

噌
汁
」
を
作
り
な
が
ら
各
離
乳
食

期
に
合
わ
せ
た
形
態
に
取
り
分
け

て
い
き
ま
す
。
教
室
の
時
間
は
無

料
で
託
児
を
利
用
で
き
ま
す
。

■
日
時　
12
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　
ニ
コ
リ
１
階
調
理
室

■
対
象　
韮
崎
市
民
で
６
か
月
児

　
か
ら
の
保
護
者
10
名

■
参
加
費　
２
０
０
円　

に
ら
★
ち
び　
森
の
公
園
く
ら
ぶ

「
木
の
実
・
は
っ
ぱ
で
遊
ぼ
う
」

（
雨
天
中
止
・
要
予
約
・
無
料
）

　
中
央
公
園
は
木
の
実
の
宝
庫
！

み
ん
な
で
い
っ
ぱ
い
拾
っ
て
み
よ

う
！
拾
っ
た
木
の
実
で
作
れ
る
も

の
を
親
子
で
考
え
て
形
に
し
て
み

よ
う
。

■
日
時　
12
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

■
集
合
場
所

　
韮
崎
中
央
公
園
Ｓ
Ｌ
前

■
対
象　
未
就
園
の
親
子
15
組

■
持
ち
物　
着
替
え
一
式
・
タ
オ

　
ル
・
水
分
補
給
用
飲
み
物
・
帽

　
子
・
防
寒
具

に
ら
★
ち
び

年
末
年
始
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　
に
ら
★
ち
び
の
年
末
年
始
休
館

日
は
12
月
28
日
（
土
）
～
１
月
３

日
（
金
）
で
す
。
12
月
27
日
と
１

月
４
日
は
通
常
の
遊
び
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
大
掃
除
」

　
お
も
ち
ゃ
や
マ
ッ
ト
な
ど
す
べ

て
洗
浄
し
て
片
づ
け
ま
す
。

■
日
時　
12
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　
９
時
～
17
時

「
な
ん
に
も
な
い
ひ
ろ
ば
」

　
年
末
は
空
っ
ぽ
の
ひ
ろ
ば
。
１
月

４
日
か
ら
徐
々
に
設
定
を
整
え
ま
す
。

■
日
時　
12
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
１
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
９
時
～
17
時

※
要
予
約
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

　
電
話
（
「
広
報
を
見
た
」
と
お

　
伝
え
く
だ
さ
い
）
ま
た
は
Ｈ
Ｐ

　
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
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令
和
２
年
成
人
式
の
ご
案
内

　
成
人
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
輝
か
し

い
門
出
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
成

人
式
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時

　
令
和
２
年
１
月
12
日
（
日
）

　
受
付　
12
時
30
分
か
ら

　
式
典　
13
時
30
分
か
ら

■
場
所　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

・
式
典
終
了
後
、
記
念
撮
影
、
成

人
式
実
行
委
員
会
企
画
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

※
家
族
席
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
生
涯
学
習
担
当

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
６
７
）

　
相　
談

冬
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会

　
お
子
さ
ん
の
見
え
方
に
つ
い
て

不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ

れ
て
か
ら
目
に
障
が
い
を
持
ち
悩

ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
課
題
が
あ

る
お
子
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る

先
生
な
ど
、
見
え
方
や
目
の
こ
と

で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
12
月
７
日
（
土
）、８
日

（
日
）　
10
時
～
15
時

※
１
件
に
つ
き
約
１
時
間
の
相
談

■
場
所　
山
梨
県
立
盲
学
校

　
（
甲
府
市
下
飯
田
２
‐
10
‐
２
）

■
内
容　
見
え
方
や
目
の
こ
と
に

つ
い
て
全
般
。主
に
支
援
、教
育
、

学
習
、進
路
に
つ
い
て
の
相
談
。

■
対
象　
乳
幼
児
か
ら
成
人
ま
で

（
本
人
、保
護
者
、支
援
者
等
、

　
ど
な
た
で
も
）

■
参
加
料　
無
料

■
申
込
み　
12
月
５
日
（
木
）
ま

で
に
電
話
で
申
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。
受
付
時
間
は
平
日
９

時
か
ら
17
時
ま
で
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
盲
学
校
（
吉
田
）

☎
０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
１

０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
２

　
農　
業

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
農
業
者
年
金
制
度
は
農
業
者
の

た
め
だ
け
に
用
意
さ
れ
た
政
策
年

金
で
、
農
業
者
の
老
後
生
活
の
安

定
と
福
祉
の
向
上
を
図
り
、
「
農

業
者
の
確
保
」
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
加
入
資
格
は
、
60
歳
未
満
、
年

間
60
日
以
上
農
業
従
事
、
国
民
年

金
第
一
号
被
保
険
者
（
保
険
料
納

付
免
除
者
を
除
く
）
で
す
。
終
身

年
金
で
万
一
、
80
歳
前
に
亡
く
な

ら
れ
た
場
合
で
も
80
歳
ま
で
の
年

金
が
保
証
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
支
払
保
険
料
の
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
（
内
線
２
２
６
）

　
労　
働

山
梨
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
、
山

梨
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
改
正
後
の
金
額
は
、
時
間
額

８
３
７
円
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
山
梨
労
働
局
賃
金

室
も
し
く
は
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
５
５
‐
２
２
５
‐
２
８
５
４

　
イ
ベ
ン
ト

ク
リ
ス
マ
ス
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
マ
ル
シ
ェ

　
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
冬
・
韮
崎
」

を
テ
ー
マ
に
地
元
生
産
者
や
商
店

に
よ
る
食
料
品
や
雑
貨
を
販
売
し

ま
す
。
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
特
別
イ

ベ
ン
ト
も
行
い
ま
す
。

■
日
時　
12
月
21
日 

（
土
）

　
　
　
　
11
時
～
16
時

■
場
所　
韮
崎
駅
前
広
場

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課 

商
工
労
政
担
当

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
６
）

冬
至
は
「
ゆ
ず
湯
」で
ほ
っ
か
ほ
か

　
韮
崎
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
12
月
22
日
の
冬
至
に
ち
な
ん

で
、
今
年
も
ゆ
ず
湯
を
実
施
し
ま

す
。
ゆ
ず
湯
は
血
行
促
進
、
お
よ

び
神
経
痛
、
腰
痛
等
を
和
ら
げ
る

効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

■
実
施
期
間　
12
月
16
日
（
月
）

　
～
12
月
21
日
（
土
）

■
開
館
時
間

　
９
時
30
分
～
16
時
30
分

　
※
入
浴
時
間

　
９
時
30
分
～
15
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
２
２
‐
６
９
４
４

公
共
交
通

　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９

　

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
公

共
交
通
に
関
す
る
県
民
の
関
心
を

高
め
、
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

交
通
事
業
者
等
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
公
共
交
通
全
体
の
P
R
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
「
公
共
交
通
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
珍
し
い
バ
ス
車
両
の
展
示
、
バ

ス
の
体
験
乗
車
を
は
じ
め
、
無
料

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
の
公
共
交
通
と
身
近
に
ふ

れ
あ
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
日
時　
12
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
15
時

■
会
場

　
甲
府
駅
北
口
広
場
周
辺
（
よ
っ

ち
ゃ
ば
れ
広
場
、
甲
府
駅
ペ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
）

■
内
容
（
予
定
）　
　

　
バ
ス
車
両
展
示
、
バ
ス
乗
り
方

教
室
、
ミ
ニ
バ
ス
乗
車
、
鉄
道
ジ

オ
ラ
マ
模
型
展
示
、
ミ
ス
テ
リ
ー

ツ
ア
ー
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
バ

ス
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
教
室
、
バ
ス

グ
ッ
ズ
販
売
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

　
県
リ
ニ
ア
交
通
局 

交
通
政
策
課

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
６
６
５

～
障
害
者
週
間
記
念
イ
ベ
ン
ト
～

映
画
上
映
会

「
イ
ー
ち
ゃ
ん
の
白
い
杖
」（
無
料
）

　

12
月
３
日
～
９
日
は
障
害
者

週
間
で
す
。
山
梨
県
弁
護
士
会
で

は
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
障
が

い
の
あ
る
姉
弟
の
20
年
に
わ
た
る

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
上
映

し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
映
画
監
督
、

出
演
者
、
音
楽
担
当
の
方
に
よ
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
12
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
17
時

　
　
　

 

（
13
時
開
場
）

■
会
場

　
山
梨
県
立
文
学
館　
講
堂

■
定
員　
５
０
０
名

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
７
２
０
２

　
お
知
ら
せ

広　報
にらさき

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

info
rm

a
tio

n
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広報にらさき

★
雪
害
に
備
え
る
た
め
、
最
新
の
気
象
情
報
を
取
得
し
、
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●国民健康保険より
 11月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担
額）は、161,415,913円（前年同月比13.98％増）で、
１人あたりの保険者負担額は、23,992円（前年同月比
16.50%増）でした。引き続き健康に気をつけ医療費の節
約にご協力ください。

●市の人口　11月１日現在 　　    　　　 　（前月比）
　 男　１４，６５０人（うち外国人２48人）   　４６人減
　 女	　１４，７４８人（うち外国人２79人）   　２８人減
　 計　２９，３９８人（うち外国人５27人）   　７４人減
　 世帯数　１２，６７２世帯    　　　     　 　４４世帯減

ま
ち
な
か
空
き
店
舗
ツ
ア
ー

～
妄
想
空
き
家
マ
ー
ケ
ッ
ト
～

　
空
き
店
舗
活
用
の
実
践
者
か
ら

話
を
聞
き
な
が
ら
、
一
緒
に
商
店

街
を
歩
き
、
実
際
の
テ
ナ
ン
ト
や

商
店
街
の
雰
囲
気
に
触
れ
て
み
る

ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
当
日

は
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
・
空
き

ビ
ル
を
活
用
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た

「
ア
メ
リ
カ
ヤ
」
「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
茶
舗
」
「
み
よ
し
旅
館
」
等
、

中
央
通
り
商
店
街
の
店
舗
を
会
場

に
、
マ
ル
シ
ェ
や
ラ
イ
ブ
、
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
が
同
時
開
催
さ
れ
ま

す
。
韮
崎
駅
周
辺
市
街
地
で
お
店

を
出
し
た
い
方
、
ま
ち
づ
く
り
に

興
味
の
あ
る
方
、
店
舗
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
興
味
の
あ
る
方
等
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
ア
メ
リ

カ
ヤ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

（
空
き
店
舗
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
は

予
約
が
必
要
で
す
。
）

■
開
催
日
時　
12
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
10
時
～
17
時

■
ア
メ
リ
カ
ヤ
Ｈ
Ｐ

　

http://am
ericaya1967.jp

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ア
ト
リ
エ
い
ろ
は

　
　
　
　
　
☎
４
５
‐
７
１
６
２

東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー　
餅
つ
き
交
流
会

　
子
ど
も
連
れ
の
参
加
も
大
歓
迎
！

杵
と
臼
を
使
っ
て
餅
つ
き
体
験
を

し
た
り
、
つ
き
た
て
の
お
餅
を
食

べ
て
交
流
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
地
元
物
産
販
売
も
あ
り
ま
す
。

収
益
は
、
韮
崎
市
社
会
福
祉
協
議

会
を
通
し
て
被
災
地
支
援
と
し
て

寄
付
し
ま
す
。

■
日
時　
12
月
７
日
（
土
）

　
10
時
～
12
時
15
分（
少
雨
決
行
）

■
場
所　
穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
定
員　
60
人
（
受
付
順
）

■
参
加
費　
１
，
０
０
０
円

（
小
学
生
以
上
）
※
被
災
者
無
料

■
申
込
み
・
問
い
合
せ

　
穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
（
河
西
）

　
☎
０
９
０
‐
５
５
６
０
‐
３
８
１
２

穴
山
町
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

式
＆
コ
ン
サ
ー
ト
（
申
込
不
要
）

　
点
灯
式
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
歌

手
の
若
林
秀
和
さ
ん
と
韮
崎
市
出

身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
青
木
陽
香
さ
ん

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
演
奏
会
で
す
。
温
か
い
飲
み

物
も
用
意
し
ま
す
。
寒
く
な
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
点
灯
式

に
は
ニ
ー
ラ
も
来
ま
す
。

■
日
時　
12
月
８
日
（
日
）

　
15
時
45
分　
コ
ン
サ
ー
ト
（
室
内
）

　
17
時　
点
灯
式
（
屋
外
）

※
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
毎
晩
21
時

ま
で
点
灯
。（
１
月
19
日
ま
で
）

■
場
所　
穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
参
加
費　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　
穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
（
河
西
）

　
☎
０
９
０
‐
５
５
６
０
‐
３
８
１
２

★戸籍の届出（出生届・死亡届等）は市役所1階西側警備員室
　で受け付けます。
★市民バス
　1月1日全線運休。
　12月29日～31日、1月2、3日は休日運行します。
★市民バス学生割引（円野・社会福祉村・穂坂線のみ）
　12月20日～1月10日
　対象：小中高大生　全区間1回50円
★証明書のコンビニ交付
　12月27日（金）23時から
　1月４日（土）６時30分まで停止します。

年末年始の公共施設等の休館日
施設名 問い合わせ 休館日

市役所 22-1111 12月28日～ 1 月 5 日
市立病院
（※救急患者除く） 22-1221 12月28日～ 1 月 5 日

保健福祉センター 23-4310 12月28日～ 1 月 5 日
老人福祉センター 22-6944 12月29日～ 1 月 3 日
ゆ～ぷるにらさき 20-2222 12月30日～ 1 月 1 日
移動販売車
（産業観光課） 22-1111 12月30日～ 1 月 5 日

スポーツ施設
（御勅使サッカー場・グリ
ーンフィールド穂坂含む）

22-0498 12月29日～ 1 月 3 日

勤労青年センター 22-8274 12月29日～ 1 月 3 日
市営火葬場
（市民生活課） 22-1111  1 月 1 日～ 1 月 3 日

市民交流センター
「ニコリ」 22-1121 12月29日～ 1 月 3 日

大村記念図書館 22-4946 12月28日～ 1 月 3 日
子育て支援センター 23-7676 12月28日～ 1 月 3 日
ふるさと偉人資料館 21-3636 12月29日～ 1 月 3 日
青少年育成プラザ 45-9919 12月28日～ 1 月 3 日
東京エレクトロン 
韮崎文化ホール 20-1155 12月29日～ 1 月 3 日

韮崎大村美術館 23-7775 12月29日～ 1 月 1 日
民俗資料館 22-1696 12月29日～ 1 月 3 日
穂坂自然公園ふれあいセンター 

（冬季閉鎖※トイレ可） 22-1111 12月 1 日～ 3 月31日

児童センター

韮崎 22-7687 12月29日～ 1 月 3 日・5日
北東 23-5550

12月28日～ 1 月 5 日北西 22-1775
甘利 23-1535

穂坂小学校
放課後子ども教室 23-7761 12月28日～ 1 月 5 日
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